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企業の新技術や登米市の味を大いに満喫
第５回登米市産業フェスティバル

①

②

③

④

⑤

⑥

①地元企業の製品展示や

　体験コーナーなどに多

　くの人が訪れ、にぎわ

　った会場

②林業コーナーでの見事

　なチェーンソーアート

③子どもたちに大人気だ

　った「似顔絵色紙」

④ H＠ FM移動サテライト
はっと

　が場内の様子を生中継

⑤多くの旬の食材が並び、

　にぎわう登米グルメテ

　ント村

⑥石巻専修大学による子

ども科学体験教室「自走

型ロボットのプログラミ

ング体験」

　登米市内の産業を市内外の人や企業に紹介するとともに、企

業間のコミュニケーションに役立ててもらおうと、第５回登米

市産業フェスティバルが１０月２４、２５日の２日間、登米総合体育

館で開催されました。

　会場には、２日間で延べ１万６０００人が訪れ、地元企業、学校、

団体が自慢の製品や最先端の技術を駆使した製品などの紹介や、

市内産農林畜産物、加工品、米粉料理などの販売・試食ブース

を楽しみました。

　また、会場内には木工教室やキーホルダー作成などの気軽に

体験できる体験・制作コーナーも多く設けられ、多くの家族連

れが「ものづくり」を体験しました。
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　市では、これからの国際化社会に対応できる国際感覚

豊かな人材を育成するため、世界４カ国（アメリカ、オー

ストラリア、カナダ、ドイツ）へ中高生を派遣する「登

米市青少年海外派遣事業」を実施しています。

　しかし、新型インフルエンザの感染拡大により、今年

度の生徒の海外渡航については、派遣団員の安全確保を

第一に考慮した結果、すでに５月に中止を決定した「オー

ストラリア、カナダ、ドイツ」（中学生対象）への派遣の

ほか、アメリカ（高校生対象）への派遣についても、今

回中止することになりましたのでお知らせします。

　今後とも市青少年海外派遣事業につきまして、市民皆さん

のご理解と、ご協力をお願いいたします。

【問い合わせ】　市教育委員会生涯学習課

　　　　　　　社会教育係　 ０２２０（３４）２６９８ アメリカ

カ ナ ダ

ドイツ

オーストラリア

15 Dec.2009

　
講
話
で
山
田
さ
ん
は
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
中
間
支
援

組
織
の
重
要
性
に
つ
い
て
「
民
間

だ
け
、
行
政
だ
け
で
は
で
き
な
い

こ
と
を
話
し
合
い
実
現
す
る
場
が

必
要
で
あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
所
で
　
月
　
日
に
開

１０

２２

催
さ
れ
た
第
２
回
検
討
委
員
会
で

は
、
委
員
が
２
つ
の
班
に
別
れ
、

日
ご
ろ
の
活
動
を
通
し
て
感
じ
た

課
題
や
、
そ
の
課
題
を
解
決
す
る

方
法
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
い

ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
「
市
内
の
地
域
資

源
の
結
び
つ
き
が
弱
い
の
で
は
」、

「
市
民
活
動
に
空
い
た
公
共
施
設

を
活
用
で
き
な
い
か
」
な
ど
、
こ

れ
か
ら
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
の
貴
重
な
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
企
画
部
市
民
活
動
支
援
課

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
１
７
３

２２

【
浅
野
教
授
の
講
話
か
ら
】

　・
男
女
共
同
参
画
に
対
す
る
考
え

方
や
問
題
点
は
、
自
治
体
ご
と
に

非
常
に
多
種
多
様
な
た
め
、
市
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
男
女
共
同
参
画
社
会

を
つ
く
る
た
め
に
は
、
男
女
共
同

参
画
社
会
基
本
法
を
適
用
し
た
だ

け
で
は
難
し
い
。
そ
の
た
め
市
の

内
情
に
合
わ
せ
、
具
体
的
な
と
こ

ろ
ま
で
書
き
込
ん
だ
自
治
体
独
自

の
条
例
が
必
要
。

・
基
本
計
画
や
行
動
計
画
な
ど
自

治
体
が
進
も
う
と
す
る
方
向
を
示

し
、
実
行
し
て
い
く
た
め
の
法
律

的
な
根
拠
と
し
て
も
条
例
が
必
要
。

・
男
女
共
同
参
画
は
、
教
育
や
農

業
、
商
工
、
福
祉
な
ど
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
関
わ
っ
て
く
る
た
め
、
市

民
と
と
も
に
条
例
を
つ
く
る
こ
と

に
よ
り
、
縦
割
り
で
は
な
い
横
断

的
な
取
り
組
み
の
効
果
が
、
行
政

と
市
民
双
方
に
期
待
で
き
る
。

・
行
政
と
市
民
が
と
も
に
条
例
素

案
を
作
成
す
る
過
程
に
お
い
て
協

働
の
関
係
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と

で
実
効
性
の
あ
る
条
例
が
で
き
る

こ
と
や
、
お
互
い
に
進
む
べ
き
方

向
性
や
条
例
作
り
に
取
り
組
む
方

法
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
１
回
策
定
委
員
会
に
お
け
る

浅
野
教
授
の
講
話
を
基
に
　
月
　

１０

２９

日
、
第
２
回
策
定
委
員
会
が
開
催

さ
れ
、「
男
女
共
同
参
画
の
疑
問

点
」
と
「
条
例
の
必
要
性
」
の
双

方
の
課
題
に
つ
い
て
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
委
員
会
で
提
言
さ
れ
た
意
見
】

「
疑
問
点
に
つ
い
て
」

・
市
に
お
い
て
、
男
女
共
同
参
画

の
必
要
性
を
考
え
て
い
る
人
は
、

ど
の
程
度
い
る
の
か
。

・
国
の
男
女
共
同
参
画
に
対
す
る

取
り
組
み
が
遅
れ
て
い
る
よ
う
に

思
う
。
市
と
し
て
も
引
き
続
き
市

民
に
周
知
を
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

「
条
例
の
必
要
性
に
つ
い
て
」

・
幅
広
い
年
代
の
市
民
が
、
と
も

に
協
力
し
て
、
少
子
高
齢
化
に
対

応
す
る
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
た

め
に
も
必
要
で
あ
る
。

・
個
人
の
能
力
を
発
揮
で
き
る
機

会
や
場
所
を
提
供
す
る
た
め
に
も

重
要
な
条
例
で
あ
る
と
思
う
。

　
第
１
回
の
検
討
委
員
会
は
９
月

　
日
、
市
役
所
迫
庁
舎
に
て
開
催

１７さ
れ
、　

人
の
委
員
に
委
嘱
状
を

１０

交
付
し
た
ほ
か
、
宮
城
大
学
地
域

連
携
セ
ン
タ
ー
地
域
振
興
事
業
部

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
山
田
 晴
  義
 さ
ん

は
る
 よ
し

を
講
師
に
招
き
、「
中
間
支
援
組

織
と
そ
の
意
義
」
と
題
し
た
講
話

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
条
例
の

必
要
性
に
つ
い
て

　
今
月
号
で
は
、
　

月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
第
１
回
男
女
共
同

１１

参
画
条
例
策
定
委
員
会
で
、
浅
野
教
授
が
述
べ
た
「
条
例
制
定
の

必
要
性
」
に
つ
い
て
の
講
話
内
容
や
、
第
２
回
の
委
員
会
の
様
子
、

市
が
取
り
組
む
「
中
間
支
援
組
織
」（
※
）
の
設
立
に
向
け
て
の

活
動
の
様
子
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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ひ
　
　
と

連
載
　
第
５
回

市
民
活
動
の
活
性
化
に

向
け
た
拠
点
づ
く
り

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。　
そ
の
中
で
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
せ
な
い

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
組
織
」
や
「
市
民
活
動
団

体
」
を
支
援
す
る
た
め
に
、
市
で

は
活
動
の
拠
点
づ
く
り
や
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
役
と
な
る
「
中
間
支

援
組
織
」
の
設
立
に
向
け
て
の
検

討
委
員
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

中間支援について課題や問題を話し合いました

今
な
ぜ
市
独
自
の
条
例
が

必
要
な
の
か
？

※
中
間
支
援
組
織
は
、「
N

P
O
を
支
援
す
る
N
P
O
」

と
言
わ
れ
、
地
域
資
源
や
人

材
な
ど
の
情
報
の
共
有
、
地

域
同
士
の
連
携
、
各
団
体
の

活
動
状
況
な
ど
を
把
握
し
、

団
体
と
行
政
や
企
業
な
ど
と

の
広
域
的
な
連
携
を
調
整
し

ま
す
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
役
）。

　
ま
た
、
市
が
目
指
し
て
い

る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
も
、
市
民
と
行

政
と
の
「
つ
な
ぎ
役
」
と
い

う
重
要
な
役
割
も
担
う
も
の

で
す
。

　
市
で
は
、
市
民
と
行
政
が
共
通

の
目
的
を
持
ち
共
に
話
し
合
い
、

活
動
し
て
い
く
、
市
民
と
行
政
の

市
民
と
と
も
に
「
条
例
」

を
つ
く
る
と
い
う
意
義

条例の必要性について述べる浅野教授

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

活
発
な
意
見
交
換


